
② 入試区分

③ 出題科目

④ 出題の意図

①薬学部・香川薬学部

Ⅱ期

数学Ⅰ・Ａ・Ⅱ・Ｂ（数列）・C（ベクトル）

基本的な数学の知識を習得し、それらを適切に活用できる力及び
総合的に考察する力を問う問題を出題した。
問１では、出題範囲から広く、偏りがないように出題し、基本的
な数学の知識を活用し、適切に計算できる基礎力を評価すること
を意図した。
問２、３では、基本的な数学の知識を活用し、総合的に考察する
力を評価することを意図した。



1徳島文理大学 2025Ⅱ薬・香薬 数

数学Ⅰ・A・Ⅱ・B（数列）・C（ベクトル）
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薬 学 部
　 選択

香川薬学部

数学Ⅰ・Ａ・Ⅱ・Ｂ・C	 Ⅱ期

薬 学 部
　 選択

香川薬学部

数学Ⅰ・Ａ・Ⅱ・Ｂ・C	 Ⅲ期

理 工 学 部
人間生活学部
保健福祉学部 　 選択
総合政策学部
文 学 部

現代の国語・言語文化（古文・漢文を除く）	 推薦Ⅰ期
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Ⅰ 解 答 欄 Ⅱ 解 答 欄 Ⅲ 解 答 欄
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ア ア ア

イ イ イ

ウ ウ ウ

エ エ エ

オ オ オ

カ カ カ

キ キ キ

ク ク ク

ケ ケ ケ

コ コ コ

サ サ サ

シ シ シ

ス ス ス

セ セ セ

ソ ソ ソ

タ タ タ

チ チ チ

ツ ツ ツ

テ テ テ

ト ト ト

ナ ナ ナ

ニ ニ ニ

ヌ ヌ ヌ

ネ ネ ネ

ノ ノ ノ

自 分 と

真意を推し量る（意向を推測する）

③ 万葉 ④ 仏典

エ

も と も と こ

言 葉 の 意 味 の こ と 。

③ 筆頭 ⑤ 肯定 ⑥ 頻繁

大 げ さ な こ と を 格 式 ば ら ず に あ ら

わ す こ と 。

イ メ ー ジ

日本語には、漢字・ひらがな・カタカナの三種類
の文字があり、それぞれに対応する言葉が総合的
に一体となって形成されている。これが日本語の
実態である。

抽 象 的 で 遠 景 的 な 文字

日本語を書き表すために、漢字、ひらがな、カタ
カナが存在しているとは従来からの考え方だが、
筆者はそう考えてはいない。むしろ、この三種類
の文字がそれぞれが意味する言葉の世界が存在し
ている、と考えている。たとえば、漢字は抽象的
な世界を表し、ひらがなは具象的な世界を、カタ
カナは外国語に由来する言葉として、その総体と
して成り立っていると考えている。つまり、文字
の在り方そのものが、日本語の特質と実態を創っ
ているというのが、筆者の趣旨である。
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